
（別紙３）

～ 令和　７年　３月３１日

（対象者数） ２名 （回答者数） ２名

～ 令和　７年　３月３１日

（対象者数） ５名 （回答者数） ５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

スキルアップにつながる勉強会を行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

用具などを4事業所で交代で使用できるように、何が必要かを

話し合っていく。

2

3

○事業所名 ハッピーデイズしんとまち（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
令和　６年１０月　１日

○保護者評価有効回答数

令和　６年１０月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　７年　４月１８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

療育時に使用する用具が必要。 収納する場所が少ない。

スペースの問題 戸外活動で自然に触れたり、身体を使って遊ぶ。

個別に対応が出きるため、細やかな支援が出来る。 特性を考えた個別の課題に即した内容の療育が出来る。

合同での集団療育も可能。 個別療育や集団療育など、個々の状態を見て話し合い決定が出

来る。

様々な職種が連携して療育を行う。 活動内容が豊富であり、ねらいが明確である。

事業所における自己評価総括表公表


